

























































































































































































































































って曰く、 敢えて後たるに非ず、 馬進まざるなりと） 」


























































































































諂いなり。義を見て為ざるは、勇無きなり） 」とある。孔子のことばの現代語訳は以下の通り。 「我が家の祖先神でもな のに祭るのは、へつらいである（本来、祭るべきものではないのであるから） 。行なうべ ことを前にしながら行 わないのは、臆病者である（ためらって決心がつかないのだから） 」 。②『論語』雍也篇に「樊遅問知、子曰、務民之義 敬鬼神而遠之、可謂知矣（以下略） （樊遅
　
知を問ふ。子曰く、
民の義を務め、鬼神を敬してこれを遠ざく、知と謂ふべし） 」とある。③岩波「アラズ」 。④岩波「祈禱 。⑤岩波「行ヒノ」 。⑥岩波「ステ玉ハズトイヘドモ」 。【現代語訳】　『論語』では鬼と義とを対していることが多い。 「其の鬼に非ずして之を祭るは、諂いなり、義を見て為さざるは、勇無きなり」 「民の義を務め、鬼神を敬いて之を遠ざく、知と謂うべし」がこれに当たる。義は実近（実体があって身近）なもので、今日 なすべきことをいう。鬼は虚遠（実体のない遠い存在）なもので、今日、さし
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易ノ本事ト云ナリ 易 貴トブマヽニ占筮ヲ鄙事トシテ、種々ノ説ヲ スハアシヽ 孔子ノ易ヲ学ブ 語
⑮
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⑫岩波「シラズ」 。⑬悔いうらむこと。 『易経』繫辞伝上に「吉凶者得失之象也、悔吝者憂虞之象也（吉凶は得失の象なり、悔吝は憂虞の象なり） 」と る。⑭岩波「
免のがれ
シムル」 。
⑮『論語』述而篇の「子曰、加我数年、五十以学易」の「易」の字を「亦」の字の意味で読むべきだとする説が古くからあり、孔子の時代に『易』の書物はなかったとすれば正しいといえる。 その場合、 『論語』 のこの文は 「五十にして学ぶも、
易ま
（亦）た」となる。しかし、最近、








































の理、そこはその理というように自由に裁きがつく。ただ、これ よく学んで、その理の精妙さを理解した人において み可能である。これを理解せよ して書いた辞ではない。　
精妙な理を知らないでも、人に教えて占筮をし、そ
辞に従って善に向かい吉を得て 後悔や災いをまぬがれさせる、 これを易の本来の仕事と う。 易 尊びながら、占筮をいやしいこととして、さまざまな説をなす はよくない。　
孔子が易を学ぶという言葉は、卦爻の意味をよくよく
考えて、文王・周公の辞を引き合わせ いき過ぎ は悔、及ばないのは吝、中正を得れば吉 得なければ凶とし、 すべて一事一行、 易の卦爻に求めなくて当たり、 凶・
山片蟠桃『夢ノ代』経論篇訳注（四） ―  岸田知子
37













































































④「世」の字は「丗（三十） 」に由来する。⑤注②参照。ここは大小を誤記している。⑥岩波「丸」⑦『春秋左氏伝』の杜預の注。 「期月」を注した箇所がどこか不明。⑧注①に引く『論語』子路篇の とばの朱注に「期月、謂周一歳之月也」とある。⑨岩波本の補注には次のようにある。
　
Ａ本（ 『宰我の償』辰馬氏蔵）にはこの章とほぼ同
文があり、末尾のこの部分に「コノ語、我目ノアタリ白川侯ニテコレヲミル。百年ニシテ残ニ勝チ殺ヲ去ルモノハ、 善人二三代並出ルノ極功、 ソレ天運ニカヽル。徳川家三代ノ賢徳ヲ見テコレヲ証スベ 。アヽ聖人ノ語、苟 セザル也」とある。Ａ本を校閲した中井竹山は、 「 」という表現は、 「織田・豊臣ヲ云如ク他ノ代ヨリノ呼」びかたであるから、 「ヤハリ俗 従ヒ御当家」と改めるよう押紙をつけている。そ 教示従い、 Ａ本再稿本ではこの部分は、 「コレハ天運ニカヽルトコロニシテ
　
御当家三代ノ賢徳ヲミテシルベシ。
孔子のことばの現代語訳は「もしだれかがわたしを用いてくれたならば一年（あるい 一月） けでいいのだ。三年もたてば立派にできあがる」となる。②『孟子』離婁上に「師文王、大国五年、小国七年、必為政於天下矣（文王を師 せば、大国五年、小国七年、必ず政を天下になさん） 」とある。③いずれも『論語』子路篇。なお、 「治国」は『論語』原文では「 邦」 。それぞれ 原文と意味は次の通り。
・ 「子曰、善人教民七年、亦可以即戎矣（子曰く、善人、
民を教うること七年、 亦た以て戎に即かしむべし） 」 。孔子のことばの現代語訳は「ふつうの善人でも人民を七年も教育すれば、戦争にいかせることができる」 。
・ 「子曰、如有王者、必世而後仁（子曰く、如し王者
有らば、必ず世にして後に仁ならん） 」 。孔子のことばの現代語訳は「もし（天命を受けた）王者が出ても、 （今の乱世では）きっと一代（三十年 たってからはじめて仁（の世界 なるのだろう」 。
・ 「子曰、善人為邦百年、亦可以勝残去殺矣、誠哉是







らん」 「三年にして成すことあらん」 、 「 （文王を師とせば）大国五年、小国七年（必ず政を天下になさん） 」 、 「 （善人）民を教うること七年、 （亦た以て戎に即かしむべし） 」 、「 （如し王者有れば、必ず）世にして後に仁ならん」 、 「 （善人）国を治ること百年（亦た以て残に勝ちて殺を去るし） 」等の数は、どれもそれぞれ根拠がある。王者と善人との優劣があるので、その要する 数を考慮しなければならない。しかし、五年・七 まではその人の力に関わる。世（三十年を一世とい ）と百年は大きく違う。また天下と一国 違い 。 期 いい、 というは、上文の「我を用うる」の句を受けて、孔子の身上のことであり、当時の諸侯一国のことであ 。天下に関わ ことではない。魯は孔子を用 、三カ月にしてよく治 った。期月という を迫ら かった　「世（三十年） 」というは、上文の「王者有れば」の句を受け、他の聖賢を広く論ずる。孔子 身上ではなく
また天下を治めることである。七年といい、百年というのは、 「善人」のことである。善人は学問がないといっても、その行いは道にかなってい　「小国五年、大国七年」というのは、孟子の当時の諸侯の国のことを一般的にいう。 「期月」は全部で一カ月である。 『左伝』杜預の注は誤って一年としている。この朱注も、そ 誤り 伝えている。期は「其の月」ということ 、一周年を本義とすべきである。それを借りたので、月の字を添えて一ケ月のこととする である。周年ならば期一字ですむはずで 月 字を添え に 及ばない。その上、期月と期年とが同じだというのでは、文面上もうまくいかない。　さて、この三十年については説がある。竹山先生はい



























































































































































































































































【注】①『論語』述而篇に「子曰、甚矣、吾衰也、久矣、我不復夢見周公也（子曰く、甚だしいかな、吾が衰へたるや。久し、吾れ復た夢に周公を見ず） 」とある。②「寤寐」は目が覚めると眠ると。そこから 半分目覚め半分眠っている状態をいうのであろう。③閑なときにあれこ 思慮す こと。④岩波「亦」 。⑤岩波「居るものなり」 。⑥岩波「夢中寐語⑦おぼえている。⑧岩波「記得ス。後一睡スレバ」 。⑨岩波「入コトアリ」⑩『荘子』大宗師篇に「古之真人、其寝不 」 、刻意篇に「 （聖人）其寝不夢、其覚無憂」とある。岩波本頭注「荘子大宗師篇注」とあるが、注には該当する語はない。⑪注⑩ あるように『荘子』刻意篇には「聖人」を主語として書いてあるから、ここは蟠桃の思い違いか。⑫中井履軒の『論語聞書』に 聖人無夢ノ一語荘子ノ口ニ出テ人皆之ヲ信ジ天下ノ毒トナル。歎ス可シ。決シテ
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聖人夢無キノ理ナキコト也」とある。また履軒の『論語逢原』では「至人無夢、元是老荘家之言、無是取者、何必回護於思 」という。⑬政治上の事跡。⑭岩波「時々」 。⑮岩波「思セラルヽハ」 。⑯朱注では「孔子盛んなる時、志、周公の道を行はんと欲す。故に夢寐の間、これを見る或るが如し。其の いて行う能はざるに至れば、則ち復た是の心 くして、亦た復た是の夢無し。故に此に因りて自ら其の衰えの甚だしきを歎ず」とある。 『論語』の解釈は朱注 同じであるが、蟠桃は夢とは何かを論じる。⑰「関睢」は『詩経』周南の詩。 「窈窕淑女、寤寐求之」などとある。⑱ののしる。罵倒。⑲人を陥れるために、事実をまげ、また偽って告げ口すること。また、そのことば。⑳岩波「必々」 。㉑岩波「在り」 。㉒つかまえど ろのないこ㉓神仏のお告げ。神仏が物にことよせて何か 人に知らせること。神託。



















ある。いろいろな雑念があって、それがそのまま夢となるのもあり、そのままなるのではないものもある。人を思っていて夢となることがあり、思わない人を夢見ることもあ 。必ず見ると決 っていないものである。いずれにしても半寤半寐の時に、雑念のようなものがあって夢になるのである。初めの雑念から続 て来るものもあり、別なもの （欄外：病気のために眠れないときは必ず夢を多く見る。 ）　
酒に酔った人の話はでたらめだが、その時は夢のよう
に心に浮かぶことがあるのだ 酔った時の妄想も同様である。酔いが醒めるまで寝なか た場合、その間のことはみなよく覚えているものである。熟睡す とすべて忘れてしまう 夢もまた同じである。夢の中 眠り話も、その時ふと目が覚めたら、みな記憶してい その後、一睡す ばみな忘れてし う。　
また、 体が寝て心が寝ていない時は、 雑念が夢となる。
心が寝て体が寝てい い時は手足を動かすという説がるけれども、心が寝 体が寝ないとい ことは いであろう。目覚めると寝るは心の状態をいう。体にはこの別はない。 ただ半分寝ている時には視聴することができる。また半分覚め 時、いびきをかいて眠り がら、そばの
人の言葉が耳に入ることがある。　
聖人に雑念がないとはいえない。ただ愚人の煩雑な惑
いには似ていないだけである。 「至人無夢」という言葉は『荘子』に出ているが、聖人とは言っていない。この言葉はもとより妄説である。取るべきではない。ところが、 この言葉に惑わされる人も少なからずいる。 しかし、孔子が夢見ていることを考えなければ らない。孔子はいつも周公を慕い、自分を採用する者があれば、周公の政策を挙用しようと思っておられ 、時々 周公を夢に見られたのである。 （欄外：孔子が周公のことを思っておられるのは、雑念とはいえ 聖人の雑念は凡人 違うと見なければならない。 ）　
しかし、最後まで孔子を採用するはいなかった。たと
えあったとしても、年 取っていて仕 る年数もな 。だから、もう周公の政治を行うことはできな と悟り、断念された。ここにおいて、周公の夢も見ることがなくなり、老いて衰え 歎か た である　
前にいうように、聖人には常人のような雑念はないけ
れども、その雑慮はみな正しいものである。 『詩経』関睢に「寤寐に思ふ」というよ に、父母の喪に って悲しむように、その雑 といっても正式な のである。そうすると、父兄や年長者を罵倒し、金品を盗み 邪淫を
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犯し、悪口をいい、人を殺し、そのほかの悪事をなす夢を見ることは、聖賢君子にはないのである。誰であっても、 このような夢 見るならば、 必ず自分の心に恥じて、自分を省みて慎しむべきである。　
世に夢ほど前後が一貫しないものはない。ここにある
かとおもえば 突然あそこにある。甲 と話 ているかとおもえば乙人と話し いて、ある は死んだ人に逢ったり、遠くにいる人と話したりする。風をと え 影をつなぐようなもので、 つかまえどころがない。 ふ んじっとしている時、あれこれ思ってい 、改めて死んだ人を思い出し、よそへ行ってしまったと思うようなものである。起きて覚めている時に思うの 、半分寝 い 思うのとの違 だけで、同じこ であ 。　
そうすると、昔の人が弓馬や宝物を夢の中で授かった









































































































































【注】①『論語』微子篇。古注には、 「周時四乳生八子、皆為顕士、故記之爾（周時、四乳にして八子を生む。皆な顕士為り。故にこれを記すのみ） 」とあり、正義には「此章記異也。周時有人四徧生子而乳之。毎乳皆二子、皆為顕士。故記之耳。鄭玄以為成王 劉向馬融皆以為宣王時（此 、 を記す。周の時、人の四徧に子を生みてこれを乳する有り。毎に皆二子を乳す。皆な顕士為り。故にこれを記すのみ。鄭玄以て成王の時と爲す。 ・馬融皆な以て宣王の時と爲す） 」とあり、これを受けて、朱注には「或曰、成王時人、或曰 宣 時人。蓋一母乳而生八子也。然不可考矣（或いは曰く、成王の時 人と。或いは曰く、宣王の時の人と 蓋し一母の四 にし
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て八子を生むなり。然れども考ふべからず） 」とある。②ふつうは乳が四つあることをいう。周の文王は四乳であったとい （ 『淮南子』 『論衡』 ） 。しかし、ここは注①に引く正義や朱注にあるように四度の妊娠をいう。③岩波「礎」 。④岩波「然ルニ」 。⑤岩波「然レドモ⑥岩波「然レバ」 。⑦岩波「シイテ」 。⑧岩波「然レバ」 。⑨はっきりと。⑩晋の葛洪撰。あるいは漢の劉向撰といい、また梁・呉均の依託ともいう。前漢の雑事を記録し もの。巻三に以下の文がある。
霍将軍妻一産二子、疑所為兄弟。或曰、前生為兄、後生者為弟。今雖倶日亦宜以先生為兄。或曰、居上者宜為兄、居下為弟。居下者前生。今宜以前生為弟。時霍光聞之曰 昔殷王祖甲一産二子、曰嚚、曰良。以卯日生嚚、以巳日生良。則以嚚為兄、以良 弟。若以在上者為兄、嚚亦当為弟。昔、許釐荘公一産二女、曰妖、曰茂。楚大夫唐勒一産二子 一男一女、男曰貞夫、女曰瓊華。皆 先生 長 近代鄭昌時・
文長蒨並生二男。滕公一生二女、李黎生一男一女、並以前生者為長。霍氏亦以前生為兄焉。
霍将軍（霍光、注②参照）の妻が双子を産んだとき、先に生まれたほうを兄とするという者と、上にいたものが兄であり下にいたものが弟であるから先に生まれたほうを弟とするという者がいた。霍光は、殷王祖甲、許の釐荘公、楚の大夫唐勒、近時 鄭昌時・文長、滕公 李黎がいずれも先に生まれたほうを長男ないしは長女としている例をあげ、先 した。⑪前漢の武帝・ 昭帝・ 宣帝に仕えた高臣 （ 『漢書』 六十八） 。その妻顕は娘 宣帝の后 したが、光の死後、悪事が発覚して棄市された（ 『前漢書』九十七上外戚伝） 。⑫「資生天機」 書名であろうが、中川氏ともども未詳。⑬男女の双子。⑭岩波「娠」 。⑮岩波「孕」 。⑯岩波「也」 。⑰岩波「両度ニ ムモノ也」 。⑱「中川氏」以下のこの部分は底本で 付記として章末にあるが、 『宰我の償』日比谷図書館蔵写本では章初の頭注にある。
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【現代語訳】　『論語』 微子篇に 「周有八士、 伯達・伯适・仲突・仲忽・叔夜・叔夏・季随・季騧」とある。これは四乳（一人の母親が四度の出産）で八人の子を生んだということだ。みな双子であった。伯・仲・叔・季の順序に二人ずつ同じように並んでいるので、双子に兄弟の区別がな ことがわかる。 （八士の名は脚韻を踏んでいる。 ）しかし、すでに区別がないとはいうが、初め 兄とし次 弟とする順序がないはずはない。とはいえ太郎・二郎とすべきではない。 二人とも太郎であるべきである。 なぜならば、 『論語』では二人とも伯として るからである。そうすると双子はすべて同輩であるべきである。しかし、しいて兄弟を分けようとするなら、先に生まれ出たのを兄と 、後に出たのを弟とすべき 。　当世、 後出を兄とすることが多い。 そのわけを問うと、
「後出は先に受胎したから上にいた。先出は後で受胎したから下にいた。だから後出を兄とする」 いう。これはまちがっている。すべて受胎の早いものが 出るのが順である。だから、先出を兄とするほうが、 っ りと理に当たるのである。　
かりに妻妾が同時に妊娠したとしたら、 臨月になって、
今日生れたのを兄、明日生れたのを弟とすべきであ 。
どうして妊娠の前後に関わるだろうか。証拠もないことをうがつより、 出産の前か後かを証とすべきである。 『西京雑記』に霍光が子 双生を論じているのが詳しい。　
さて、また胎内においても六七ヶ月の後は上下を論ず
ることができる 、三四ヶ月までは一滴の水であり、一箇の卵であるのだから、 どうして上下の区別があろうか。また六七ヶ月の後といっても、並んでいるときはどうすべきか。いずれにしても出るときは たとえ同輩といっても、一人が先に出て、一人 後になるほかない。それならば早く出 のをはっきり兄とすべ である。このを変え はいけない。　
中川氏の『資生天機』は次のようにいう、 「孿（れん）




二度で孕むものである。これには男ばかり もあ 。孿は胞が同じで 度 妊娠 胞が別々である。また孕んでから月を経て、さらに孕んだのは、大小 違いがあるけれど、先に孕んだ子が生まれようとするとき、後で孕んだ子を押し出すことがある。しかし、その場合は押し出された子は育たない」 。そうする 胞衣の異なるのは、二度にわたって孕ん ものとなる。俗に密夫（の子）とするのは誤りである。
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